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公共工事の入札で「くじ引き頻発」

神奈川県議会議員（宮前区選出）
き ち す け柳 瀬

都道府県発注工事のくじ発生率（2015年度）

2017年6月4日朝日新聞デジタルより引用

1位 三重県 47.5%

2位 福岡県 45.6%

3位 山口県 41.6%

4位 佐賀県 32.1%

5位 神奈川県 31.8%

6位 鹿児島県 30.5%

7位 大分県 29.5%

8位 広島県 22.6%

9位 長野県 18.2%

10位 栃木県 17.6%

39位 愛媛県 0.5%

38位 山形県 0.5%

37位 山梨県 0.9%

36位 香川県 1.0%

35位 群馬県 1.0%

34位 福島県 1.1%

33位 長崎県 1.3%

32位 福井県 1.3%

31位 宮城県 1.3%

30位 岩手県 1.3%

くじ発生率 低頻度10くじ発生率 高頻度10

全国平均 12.0%

神奈川県の公共工事の入札において、同

価格の入札によるくじ引きが、他都道府県

と比較しても高い確率で発生しています。

（左図参照）

2018年度、神奈川県の県土整備局が競争

入札を実施した予定価格１億円以上の工事

117件のうち、44件がくじ引きにより落札者

を決定しており、くじ発生率は37.6％とな

っています。しかも、その過半数の入札で

５者以上のくじ引きになっており、さらに、

10者以上のくじ引きになった入札も12件あ

りました。皆さんどう思われますか？

くじ引きが高い確率で発生することについては、他地方

議会、建設業界、マスコミ等からも問題視する声があがっ

ています。

県は、「積算基準等の公開によって、一定の積算、施工

能力を有する入札参加者が、同じ条件で適正な競争ができ

る環境が醸成できた結果である。」としています。

しかし、透明性・公平性はもちろんですが、競争入札と

いうからには、運に任せるのではなく、県自ら最も優れた

業者を選ぶことが、業者の努力に報い、また皆さんから頂

いた貴重な税金を適切に使う事になるのではないでしょう

か。

県は、「入札制度の運用にあたり、社会情勢の変化を踏

まえた制度となるよう、今後も不断の見直しを行ってい

く。」としていますので、引き続き、注視して参ります。

2019年最後の本会議で登壇しました。

今号ではその質問を中心にお届けします。

34者が入札

最低制限価格

1億1113万1930円に

24者が同価格で入札

これにより

24者によるくじ引き

入札調書の一例


